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今
年
度
、
七
日
市
場
地
区
の
代
表 

区
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。 

力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
責 

務
を
果
た
せ
る
よ
う
、
務
め
て
い
き 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

地
区
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

安
曇
野
市
に
な
っ
て
十
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
区
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
区
の
定
義
と
し
て
、
世
帯

等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
条
件
や
立
場
が
違
っ
て
も
、
対
等
で

あ
り
、
お
互
い
を
支
え
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
区

は
、
そ
の
連
帯
感
を
強
化
す
る
こ
と
か
ら
、
区
域
内
外
の
課
題
を
相

互
に
解
決
し
合
い
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
で
す
。 

市
内
に
は
、
組
織
（
区
）
が 

 

あ
り
ま
す
。
七
日
市
場
区
と
し

ま
し
て
、
事
業
・
行
事
等
の
活
動
が
、
公
民
館
、
及
び
に
各
種
団
体

機
関
の
皆
様
、
又
多
く
の
地
域
住
民
の
皆
様
に
、
参
加
し
て
い
た
だ

き
執
行
で
き
ま
す
こ
と
に
対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

歴
史
や
文
化
、
風
習
を
守
り
、
一
方
で
、
新
し
い
時
代
に
適
合
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
に
、
様
々
な
課
題
に
対
し
て
皆
で

学
び
、
そ
の
解
決
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

尚
、
区
に
ご
相
談
や
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
担
当
ブ
ロ

ッ
ク
区
長
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
公
民
館
長
を
拝
命
い
た 

し
ま
し
た
一
の
四
組
の
小
原
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
地
域
の
仕
事
は
初
め
て 

で
す
の
で
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を 

頂
き
な
が
ら
一
年
間
務
め
て
ま
い
り 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
正
副
部
長
の
方
々
、
隣
組
よ
り
選
出
さ
れ
た
部
員
の
皆
様
に
は

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
足
労
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
公
民
館
活
動
推

進
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
五
月
開
催
の
安
曇
野
市
公
民
館
大
会
で
講
演

を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
飯
田
市
公
民
館
副
館
長
の

木
下
巨
一
さ
ん
が
「
公
民
館
活
動
は
眺
め
て
い
る
の
で
は
な
く
参
加
し

時
に
は
運
営
す
る
経
験
を
も
つ
こ
と
で
地
域
へ
の
見
方
が
変
わ
る
。」
と

の
趣
旨
の
話
が
あ
り
、
私
も
地
域
の
ご
意
見
ご
要
望
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
か
ね
ば
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
公
民
館
活
動
を
通
じ
て
参
加
さ
れ
た
方
々
の
交

流
が
盛
ん
に
な
り
、
繋
が
り
の
輪
が
広
が
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。 

 

さ
て
、
今
年
度
新
た
に
副
館
長
と
し
て
五
の
一
組
の
丸
山
好
夫
さ
ん

が
就
任
い
た
し
ま
し
た
の
で 

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

主
事
は
昨
年
に
引
続
き
、
三 

の
十
組
の
斉
藤
洋
二
郎
さ
ん 

が
務
め
ま
す
の
で
今
後
と
も 

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

副館長 

丸山 好夫 

ふれあい なのかいち Vol.１４ No.１ 第３９号 ２０１５年６月２８日 

2003年２月現在（区長調べ） 

1 ふれあい なのかいち 

公
民
館
活
動
で
交
流
促
進
を
！ 

 

七
日
市
場
地
区
公
民
館
長 

小
原
隆
男 

代
表
区
長 

松
尾 

恒
忠 

代
表
区
長
着
任
の
挨
拶 

 
 

 

 

 

 

 



  

 

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
を
」 

 
 
 
 
 
 

 

体
育
部
長 

 

高
屋 

繁
明 

 

今
年
度
、
体
育
部
長
を
務 

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
高
屋 

と
申
し
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
私
も
秋
の
運
動 

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、 

普
段
あ
ま
り
お
話
し
す
る
機 

会
の
無
い
皆
さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
、
と

て
も
楽
し
い
経
験
を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

体
育
部
の
行
事
を
通
し
て
地
区
の
皆
様
の
交
流
と

健
康
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
様
、
微
力
を
尽
く

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

何
分
に
も
不
慣
れ
の
為
、
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
す
る
事
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
副
部
長
、

体
育
部
員
の
方
々
と
協
力
し
て
一
年
間
ガ
ン
バ
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

副
部
長 

 
 
 
 
 

二
‐
六 

 

西
尾 

慎
一 

 
 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 

七
‐
五 

 

三
柳 

由
佳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１４ No.１ 第３９号 ２０１５年６月２８日 

日 

「
文
化
部
長
に
な
っ
て
」 

 
 
 
 
 
 

文
化
部
長 

 

津
澤 

宏
次 

 

今
年
度
、
文
化
部
長
に 

な
り
ま
し
た
津
澤
で
す
。 

 

ま
だ
こ
の
地
区
に
来
て 

日
は
浅
く
、
慣
れ
な
い
地
区 

で
慣
れ
な
い
部
長
と
い
う
大 

役
を
引
き
受
け
る
事
と
な
り 

ま
し
た
。
大
変
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機

に
七
日
市
場
の
事
を
知
り
地
域
の
皆
様
と
ふ
れ

あ
い
、
文
化
部
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

今
年
度
も
昨
年
同
様
、
敬
老
会
と
夏
ま
つ
り
を

開
催
致
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
公
民
館
役
員
の
方
々
、
副
部
長
さ
ん
、

部
員
の
方
々
と
共
に
、
一
年
間
頑
張
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

副
部
長 

 
 
 
 
 

四
‐
四 

 

青
柳 

兼
代 

 
 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 

七
‐
五 

 

大
井 

佐
知 

２ ふれあい なのかいち 

「
太
極
拳
教
室
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 

一
‐
九 

 

村
上 

由
紀
子 

 

か
ね
て
よ
り
興
味
の
あ
っ
た
、
太
極
拳
教
室
が

女
性
部
で
企
画
さ
れ
た
の
で
参
加
し
て
み
た
。 

 

先
生
の
動
き
を
ま
ね
し
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら

始
ま
り
太
極
拳
の
動
き
に
入
っ
て
い
く
が
、
先
生

の
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
動
作
に

は
程
遠
く
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
、
見
る
と
や
る
と
で

は
大
違
い
。 

 

一
時
間
半
ほ
ど
の
時
間
を
過
ご
し
て
終
わ
る

頃
に
は
、
み
ん
な
柔
ら
か
い
笑
顔
に
な
っ
て
い

た
。 

 

と
て
も
楽
し
い
太
極
拳
で
し
た
。 

太極拳教室（女性部） 

【2015年 5月 31日】 

 

 

 



  

 

「
女
性
部
長
就
任
挨
拶
」 

 
 
 
 
 
 

 

女
性
部
長 

 

永
塚 

万
利 

 

日
本
ア
ル
プ
ス
常
念
岳
の 

麓
に
広
が
る
安
曇
野
平
、
こ 

の
地
を
終
の
住
処
に
し
よ
う 

と
生
活
し
だ
し
て
四
年
が
立 

ち
ま
し
た
。
過
去
十
六
回
の 

引
越
し
を
経
験
し
て
き
た
為
、 

一
ヶ
所
で
の
定
住
は
い
つ
も
短
い
も
の
で
し
た
。
そ

の
結
果
、
地
域
活
動
と
言
う
体
験
は
無
に
等
し
い
私

で
す
。
今
現
在
地
域
の
事
で
把
握
で
き
て
い
る
事
と

言
え
ば
、
週
末
時
に
届
く
バ
ー
ゲ
ン
の
チ
ラ
シ
が
、

ど
こ
で
あ
る
か
？
と
言
う
道
案
内
位
で
す
。
け
れ
ど

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
切
っ
掛
け
に
、
地
域
の
方
々
と
関

わ
り
七
日
市
場
の
一
人
と
し
て
地
域
の
行
事
に
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
年
間
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
三
人
で
ス
タ
ー
ト
時
に 

「
楽
し
も
う
ネ
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
歩
み
出
し
ま
し

た
。 

 
 

副
部
長 

 
 
 
 
 

三
‐
二 

 

平
井 

安
美 

 
 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 

一
‐
十 

 

岡
里 

英
子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１４ No.１ 第３９号 ２０１５年６月２８日 

日 

「
生
活
産
業
部
長
就
任
挨
拶
」 

 
 
 
 

生
活
産
業
部
長 

 

山
田 

信
子 

 

 

本
年
度
、
生
活
産
業
部 

の
部
長
に
就
任
す
る
事
に 

な
り
ま
し
た
山
田
で
す
。 

 

今
ま
で
地
区
の
行
事
に 

は
積
極
的
に
参
加
し
た
事 

が
な
く
、
慣
れ
な
い
部
長 

と
い
う
大
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、
役
員
の
方
々
、
部
員
の
皆
様
と

協
力
し
て
、
地
域
の
多
く
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
、
一
年
間
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
年
度
も
九
月
に
「
暮
し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ

ー
」
、
年
末
恒
例
の
「
し
め
縄
講
習
会
」
も
、
十

二
月
に
予
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

是
非
、
気
楽
に
御
参
加
願
い
ま
す
。
何
卒
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

尚
、
副
部
長
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。 

  
 

副
部
長 

 
 
 
 
 

三
‐
九 

 

下
澤 

正
子 

 
 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 

八
‐
三 

 

神
村 

節
子 

３ ふれあい なのかいち 

「
は
じ
め
て
の
行
事
」 

 
 
 
 
 
 

体
育
部
副
部
長 

 

西
尾 

慎
一 

 

体
育
部
副
部
長
に
な
り
初
め
て
の
行
事
と
い
う

事
で
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
心
配
し

て
い
た
天
気
も
晴
天
で
自
分
た
ち
を
後
押
し
し
て

く
れ
て
い
る
様
で
す
。
競
技
も
始
ま
り
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
も
次
々
に
ス
タ
ー
ト
し
て
行
き
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
し
て
く
る
方
々
が
笑
顔
で
戻
っ
て
く

る
と
楽
し
め
て
も
ら
え
た
ん
だ
な
と
思
い
安
心
し

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
行
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
様
に

運
営
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

マレットゴルフ大会（体育部） 

【2015年 6月 7日】 

 

 

 



 
 

グ ル ー プ 名 例   会 会  場 人数 連絡先個人情報削除 そ の ほ か 

みやび会（旧老人クラブ） 
総会 3 月.（役員の選出） 

敬老の日の祝賀会 9 月 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ-他 92名   

親睦旅行年２回（春・秋）、マレットゴ

ルフ大会、教養講座講演会、他との交

流会、社会奉仕活動 

大 正 琴 
毎月 第 2 第 4 火曜日 

（PM1:30～PM3:30） 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 6名   老人クラブと共にボランティアに参加 

詩 吟 の 会 
毎週 水曜日 

（PM7:30～PM9：30） 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ-  3名   

昭和 60年 3月 詩吟のサークルとして

誕生、芸能発表会、毎年参加 

七日市場踊りの会 
（三郷音頭保存会） 

毎週 火曜日 PM8:00～ 三郷公民館 3名   
あづみの里夏祭り、 

ふるさと夏祭り参加 

七日市場安曇盆唄保存会 
年間を通して数回の会合

と練習 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 41名   

市老連芸能発表会出演、 

公民館夏祭り参加 

七日市場の歴史を学ぶ会 2ヶ月に 1 回 資料や現場を尋ねて学ぶ 44名   歴史学習会、地区生徒会の学習支援 

祭りばやし保存会 毎月 第 3 土曜日 PM7:30～ 七日市場諏訪神社 50名   4 月例祭、宵祭、本祭・8月夏祭りに参加 

七日市場コーラス 
月 2回 第 2第 4金曜日 

PM8:00～PM9:30 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 

（多目的ホール） 
 22名   

みさとふれあいコンサート、サラダ街道合唱祭、

春・夏祭り（バルーンアート）参加、ボランティ

ア活動として公民館の花壇の手入れ 他 

家庭婦人バレーボール 
(バレーボール) 

月 1～2回練習 

 PM7:30～PM9:30 
小学校第二体育館  5名   

リーグ戦 全 11試合＆審判、ゆりの木杯、
三郷友好都市スポーツ交流会（予定）、新春
バレーボール大会 

ナイターソフトボール 
(ソフトボール) 

月 4～5回 PM7:00～PM9:30 

4月中旬～9月下旬 

文化公園グランド 

小倉グランド 
 19名   リーグ戦 平成 23 年度 11勝 7敗 ８位 

七卓同好会 

（卓球） 
毎月第 1 第 3 第 5（7月・9

月）金曜日 PM8:00～PM9:00 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 2F 12名   親睦を図り健全なるスポーツとしての活動 

マレットゴルフ愛好会 
毎週 火・金曜日 

PM1:00～PM3:00 
七日市場公園 16名   公園の整備と清掃、暑気払い、忘年会あり 

ゴルフ同好会 年 3回 4月・6月・10 月 豊科カントリークラブ他 20名   コンペ、市民ゴルフ大会反省会、懇親会 

 
 

  七日市場地区 サークル活動のご案内 
～～ いっしょに学びと交流の輪を広げましょう！ ～～ 

学びの輪 交流の輪 
会員募集 

例会情報 

芸
術
・
文
化
・
交
流 

ス
ポ
ー
ツ
・
交
流 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

９月 

６日 生活に役立つセミナー（生活産業部） 

 
 

 

 
 
 

 

８月 

２日 盆踊り講習会（文化部） 
 
１４日 夏祭り盆踊り大会（文化部） 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

平成２７年度 七日市場公民館 年間行事予定表 
～～ みなさんお誘いあわせのうえ、ご参加ください！ ～～ 

 

６月  ７日 マレットゴルフ大会 
 

 

１９日 隣組対抗軽スポーツ大会（体育部） 
 

詳細案内と募集は、回覧板でご連絡いたします。 

７日 三郷公民館・芸能発表会（文化部） 

２２日 人権講習会 
 
２９日 女性学級（女性部） 
 

１月２４日  卓球大会（体育部） 
 
２月２１日  冬季公民館対抗スポーツ大会（体育部） 
 

 
 
 

 

１２月 

６日 しめ縄作り講習会（生活産業部） 
 

 
 
 

 

１０月 

１７日 三郷公民館・文化産業展（文化部）

１８日 三郷公民館・文化産業展（文化部） 
 
 １８日 三郷市民運動会（体育部） 

１１月 

１月・２月 

７月 

５月３１日 女性学級 
 
 

 

５月・６月 

ふれあい なのかいち 第３９号 

２３日 夏季公民館対抗スポーツ大会（体育部） 
 

６月１４日 敬老会 
 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol.１４ No.１ 第３９号 ２０１５年６月２８日 

日 

６ ふれあい なのかいち 

カラオケも始まりトップバターです！ デュエットはやっぱり盛り上がる～！！ 

料理・お酒もテーブルに並び皆さん楽しそう 落語はついつい引き込まれます 

  区長の乾杯で宴会スタート！            

 

六
月
一
四
日
心
配
さ
れ
た
雨
は
降
ら
ず
、
七
日
市
場
地
区

公
民
館
主
催
の
「
敬
老
会
」
が
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

「
風
ま
ん
だ
ら
」
の
二
人
の
落
語
に
つ
い
つ
い
引
き
込
ま

れ
つ
つ
、
笑
い
も
あ
っ
て
楽
し
ん
で
、
そ
の
後
は
美
味
し
い

料
理
と
お
酒
で
皆
さ
ん
の
会
話
に
も
花
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。 

 

恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
も
大
変
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

文
化
部
部
員
の
皆
さ
ん
も
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

主
事 

斉
藤 

  
 「

敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 



 

「七日市場地区公民館ホームページ」をご活用ください 

七日市場地区公民館は、地区の皆さまへの情報提供と交流のためにホームページ

（http://nanokaichiba.wakwak.info/）を開設しています。 

開設以来 2 年間の当ホームページの閲覧は約 7,000件になります。一方、ホームページ

への投稿は、管理者以外は非常に限られています。これから皆さんに当ホームページを一

層活用していただくために、投稿の方法についてご説明します。 

【投稿の方法】 

① 《お問合せ＆投稿》クリックして投稿フォームを表示      

〖投稿〗フォーム 

お名前 

 

 

メールアドレス 

 

 

掲載記事の題名 

 

 

掲載記事本文 

 

 

掲載画像（JPEG）の添付 

                  1MB 以下 

 

   

 

②お名前を記入 

③メールアドレスを記入 

④投稿題名を記入 

⑤投稿記事を記入 

⑥画像ファイルを添付 

⑦送信をクリック 

ファイル参照 

送信 

７ ふれあい なのかいち 



２０１５年６月２８日            ふれあい なのかいち         Vol.１４ No.１ 第３９号 

８ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
三
十
四
回
）
」 

 
 

特
集 

七
日
市
場
の
馬
頭
観
音 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

三
郷
の
約
一
五
㌫ 

三
郷
郷
土
研
究
会
の
石

仏
グ
ル
ー
プ
の
馬
頭
観
音
調
査
で
は
、
現
在
、

三
郷
全
体
で
は
二
六
一
基
で
す
。
そ
の
内
、
七

日
市
場
は
三
九
基
で
、
楡
五
四
基
、
中
萱
四
〇

基
に
つ
い
で
多
く
、
三
郷
全
体
の
約
一
五
㌫
を

占
め
ま
す
。 

 

種
別
と
時
代
別 

種
別
で
は
、
彫
像
碑
が
一

六
基
（
立
像
一
五
基
、
坐
像
一
基
）
、
文
字
碑
が

二
三
基
で

す
。 時

代
別

で
見
ま
す

と
、
江
戸

一
二
基
、

明
治
八
基
、

大
正
三
基
、
昭
和
一
基
で
、
時
代
不
明
が
一
五

基
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
中
で
は
、
天
保

(

一
八
三
〇
～
一
八
四
三)

が
五
基
と
多
く
、
次

い
で
安
政
（
一
八
五
四
～
一
八
五
九
）
の
三
基

で
す
。 

 

地
域
建
立 

大
き
い
碑
は
、
西
木
戸
観
音
原

に
あ
る
文
字
碑
で
、
高
さ
１
２
０
㌢
幅
８
０
㌢

で
す
。
文
化
二
年(

一
八
〇
五)

建
立
で
、
明
治

四
十
二
年
に
再
建
さ
れ
、
銘
文
に
七
日
市
場
と

あ
り
ま
す
。
次
は
、
中
村
観
音
原
の
高
さ
１
０

８
㌢
の
文
字
碑
で
す
。
天
保
十
三
年(

一
八
四

二)

建
立
で
、
銘
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
番
目
は

藤
ノ
木
の
文
字
碑
９
２
㌢
で
、
弘
化
四
年(

一
八

四
七)

建
立
で
す
。
銘
文
に
藤
木
中
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
文
字
碑
は
、
銘
文
や
大
き
さ
、
建

立
場
所
な
ど
か
ら
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
建

立
し
、
み
ん
な
で
お
参
り
を
し
て
き
た
と
思
わ

れ
ま
す
。 

個
人
建
立 

そ
の
他
の
馬
頭
観
音
は
、
大
き

さ
も
四
〇
～
六
〇
㌢
位
が
多
く
、
個
人
で
建
立

し
て
愛
馬
に
感
謝
し
霊
を
祀
っ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
堰
下
の
群
集
の
他
は
、
家
の
前
や

屋
敷
内
、
土
手
な
ど
に
あ
り
、
個
人
名
の
あ
る

も
の
が
十
二
基
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
ま

す
。 

 

多
い
理
由 

七
日
市
場
に
馬
頭
観
音
が
多
い

こ
と
は
、
江
戸
時
代
は
薪
や
刈
敷
な
ど
を
、
小

倉
北
山
や
南
黒
沢
山
等
遠
方
か
ら
取
っ
た
こ
と

や
、
中
馬
稼
（
運
送
業
）
な
ど
も
関
係
す
る
と

考
え
ら
れ
、
今
後
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

 

七日市場地区公民館報  

ふれあい なのかいち 

 

今
年
は
季
節
は
ず
れ
の
台
風
に
み
ま
わ
れ
、
朝
晩
ま
だ

ま
だ
涼
し
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
日
中
は
夏
を
感
じ
さ
せ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

本
年
度
、
文
化
部
の
副
部
長
と
な
り
、
行
事
準
備
に
、

公
民
館
長
は
じ
め
、
三
役
の
方
々
、
正
副
部
長
に
お
力
を

借
り
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

ご
協
力
、
本
当
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
夏
祭
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
楽
し
い
行
事

が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
参
加
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
が
集
う
七
日
市
場
で
あ

り
続
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
化
部 

青
柳 

編
集
後
記 

（
文
化
部
） 

 

天保 14 年(１８４３)建立 

Ｖｏｌ．１４  Ｎｏ．１  第  ３９  号 

    ２０１５年６月２８日  

【発行所】七日市場地区公民館
（順不同・敬称略） 

【発行人】小原 隆男 

【監 修】丸山 好夫 

【編集人】斉藤 洋二郎 

【編集委員】 

 青柳 兼代   （文化部） 

 西尾 慎一  （体育部） 

 下澤 正子   （生産部） 

 平井 安美  （女性部） 

 木船 章   （ボランティア） 

 松尾 常徳  （ボランティア） 

 花岡 正明  （ボランティア） 

 丸山 博幸  （ボランティア） 

【HP 監修】松尾学（ボランティア） 

 

 

 

о

お
詫
び
と
訂
正 

前
回
文
で
最
古
の
彫
像
碑
文
化

十
五
年(

一
八
〇
八)

を
、
文
化
十
年(

一
八
一
三)

に

訂
正
く
だ
さ
い
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

夏祭り盆踊り大会【2015 年 8 月 14 日】

ふれあい なのかいち Vol.１４ No.２ 第４０号 ２０１５年１０月１８日 

1 ふれあい なのかいち 

夏 

祭 

り 

を 

終 

え 

て 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

 七日市場地区公民館ではホームページを開設し、公民館関連行事を中心として、画像や動

画でご紹介するとともに、年間行事計画や各サークルの紹介、公民館報のカラー版を掲載し

ています。今後ますます内容の充実に努めてまいりますので、七日市場地区にお住いの皆さ

んへの情報提供と交流の場として、大いにご活用ください。なお、閲覧は、パソコン、タブ

レット、スマホでできます。 

         検索キーワード【七日市場公民館】 

       http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

  

毎
年
恒
例
の
七
日
市
場
「
夏
祭
り
・
盆
踊

り
大
会
」
が
、
諏
訪
神
社
境
内
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
や
ぐ
ら
作
り
の
時
は
、
雨
も
降

り
大
変
で
し
た
が
、
午
後
か
ら
は
天
気
も
良

く
な
り
、
祭
り
が
始
ま
る
と
地
域
の
方
に
大

変
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

三
役
、
副
部
長
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

ま
し
た
が
、
無
事
に
終
わ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
来
年
も
楽
し
い
祭
り
を
。 

色
々
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

文
化
部
長 

津
澤 

宏
次 

 



  

「
楽
し
か
っ
た
風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
‐
五 

 

岡
崎 

希 

 

私
は
、
七
月
十
九
日
の
日
曜
日
に
、
風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
父
さ
ん
と
参
加
し
ま
し
た
。 

 

私
は
家
を
出
る
時
に
、
み
ん
な
優
し
く
し
て
く
れ
る
か
心

配
で
し
た
。
け
れ
ど
、
み
ん
な
優
し
く
し
て
く
れ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

今
か
今
か
と
待
ち
続
け
て
い
た
、
し
合
が
始
ま
っ
た
時

は
、
と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
結
果
は
、
引

き
分
け
が
一
回
、
勝
ち
二
回
、
負
け
ゼ
ロ
回
と
い
う
、
う
れ

し
い
結
果
が
出
ま
し
た
。 

 

私
が
一
番
ド
キ
ド
キ
し
た
し
合
は
、
引
き
分
け
だ
っ
た
し

合
で
す
。
と
中
ま
で
ず
っ
と
同
点
で
、「
負
け
る
か
も
」
と
思

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
し
合
が
一
番
楽
し
い
し
合
で
も

あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
番
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
た

か
ら
で
す
。
二
回
も
勝
っ
て
と
て
も
う
れ
し
で
す
。 

 
感
じ
た
こ
と
は
、
い
つ
も
な
め
て
い
る
ア
メ
が
お
い
し
く

感
じ
る
ほ
ど
、
楽
し
く
、
が
ん
ば
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
ん
な
大
会
を
し
た
い
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１４ No.２ 第４０号 ２０１５年１０月１８日 

「
夏
季
分
館
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
」 

 
 
 
 
 
 
 

一
‐
三 

 

丸
山 

路
孔 

 
今
年
も
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
参
加
さ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
毎
年
地
区
で
二
チ
ー
ム
出
場
で
今
回

は
、
Ａ
チ
ー
ム
四
人
、
Ｂ
チ
ー
ム
五
人
で
出
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
Ａ
チ
ー
ム
四
人
の
中
で

や
り
ま
し
た
が
今
年
は
四
試
合
や
り
、
途
中
三
セ

ッ
ト
マ
ッ
チ
が
二
試
合
続
き
、
正
直
辛
か
っ
た
で

す
。
で
も
仲
間
に
助
け
ら
れ
、
ま
た
Ｂ
チ
ー
ム
の

人
た
ち
に
も
応
援
し
て
も
ら
い
、
結
果
三
位
と
表

彰
状
を
も
ら
い
ま
し
た
。
Ｂ
チ
ー
ム
も
二
試
合
目

三
セ
ッ
ト
ま
で
戦
い
ま
し
た
。
お
互
い
い
い
試
合

で
し
た
。 

２ ふれあい なのかいち 

 

「
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
講
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

一
‐
七 

 

森
清 

正
子 

 

今
回
の
「
生
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
市

の
出
前
講
座
よ
り
「
介
護
保
険
」
に
つ
い
て
学
ぼ

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
市
の
保
険
課
長
さ
ん
か

ら
、
そ
の
申
請
の
仕
方
や
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
、
負
担
は
ど
う
な
る
か
等
々
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
三
郷
の
場
合

「
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
窓
口

で
相
談
で
き
る
こ
と
も
知
り
、
一
人
で
悩
ま
な
く

て
い
い
ん
だ
と
、
大
き
な
安
心
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。 

公民館対抗ソフトバレーボール（体育部）

【2015 年 8 月 23 日】 

風船バレーボール大会（体育部）

【2015 年 7 月 19 日】 

生活に役立つセミナー（生活産業部） 

【2015 年 9 月 6 日】 

 



  

「
七
日
市
場
ゴ
ル
フ
同
好
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
工
原 

征
則 

平
成
十
六
年
に
発
足
し
、
今
年
で
十
一
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
年
に
二
・
三
回
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
、
現
在
二
十
七
回
を
数
え
て
お
り
ま

す
。 

 

会
員
登
録
は
、
今
の
と
こ
ろ
二
十
数
名
で
す
が
、

親
睦
会
で
す
の
で
、
下
手
な
人
も
、
上
手
な
人
も
一

緒
に
な
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
に
懇
親
会

に
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

ゴ
ル
フ
仲
間
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
声
掛
け
下
さ
い
。 
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「
七
日
市
場
祭
り
ば
や
し
保
存
会
」 

 
 
 
 
 

保
存
会
会
長 

 

三
澤 

鑛
一 

 
今
回
の
例
祭
も
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
て
、
に
ぎ

や
か
に
楽
し
く
祭
り
ば
や
し
を
諏
訪
神
社
に
奉

納
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
会
は
、
例
祭
時
に

古
く
か
ら
演
奏
さ
れ
て
き
た
笛
、
太
鼓
の
「
祭
り

ば
や
し
」
を
保
存
・
普
及
し
、
七
日
市
場
地
区
の

貴
重
な
無
形
文
化
財
と
し
て
永
く
後
世
に
伝
え

る
事
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
七
日
市
場
区

民
（
氏
子
）
の
皆
様
、
そ
し
て
保
存
会
員
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
継
承
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

３ ふれあい なのかいち 

 

「
七
日
市
場
詩
吟
の
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
山 

孝
雄 

 

詩
吟
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
誕
生
し
た
の
は
三
十

年
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、
在
籍
し
た
人
は
三
十
名
は

数
え
た
が
、
現
在
は
会
員
の
減
少
に
危
惧
し
て
い
る

昨
今
で
あ
る
。
そ
ん
な
所
へ
朗
報
舞
い
込
む
。 

 

詩
吟
や
っ
て
み
た
い
と
二
名
が
入
会
し
た
。 

 

健
康
に
良
い
事
が
誘
い
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。 

 

息
を
吸
う
、
息
を
吐
く
、
こ
の
呼
吸
法
に
隠
さ
れ

た
秘
密
が
あ
る
。
血
液
の
流
れ
の
活
性
化
で
脳
の
働

き
は
良
く
な
る
。
詩
吟
に
は
そ
ん
な
効
用
が
あ
り
、

仲
間
と
共
に
一
層
励
ん
で
行
き
た
い
。 
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「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
三
十
五
回
）
」 

 
 

 

昭
和
中
期
の
七
日
市
場
⑤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

西
木
戸
の
道
祖
神
祭
り 

「
七
日
市
場
の
歴
史
」
六
で
、

七
日
市
場
に
は
四
基
の
道
祖
神
が
あ
る
こ
と
を
記
し

ま
し
た
。
み
な
江
戸
時
代
後
期
の
建
立
で
、
外
か
ら
の

悪
霊
を
防
ぎ
、
縁
結
び
・
子
宝
・
五
穀
豊
穣
・
旅
の
安

全
を
守
る
神
様
と
し
て
村
人
に
親
し
ま
れ
信
仰
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

 

西
木
戸
で
は
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃
ま
で 

道
祖
神
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
昭
和 

十
五
年(

一
九
四
〇)

頃
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年 

生
ま
で
が
、
子
供
仲
間
と
い
っ
て
一
月
の
御
柱
・
三
九 

郎
に
参
加
し
ま
し
た
。 

御
柱 

御
柱
は
一
月
七
日
、
道
祖
神
前
の
広
場
に
立
て
、

二
十
日
に
倒
し
ま
し
た
。 

蚕
影
神
社
の
社
殿
で
大
人 

が
御
弊
や
縄
綱
な
ど
を
作 

り
、
子
供
は
お
祝
い
の
俵 

を
大
人
の
指
導
で
作
り
ま 

し
た
。 

御
柱
を
立
て
る
時
は
、 

子
供
た
ち
が
区
内
を
「
御 

柱
立
て
る
で
寄
っ
と
く
れ
、
出
な
け
り
ゃ
出
不
足
○
○

円
だ
」
と
い
っ
て
触
れ
回
り
ま
し
た
。
お
祝
い
の
俵
は
、

子
供
た
ち
が
新
婚
の
家
や
初
子
誕
生
の
家
へ
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
投
げ
入
れ
、
ご
祝
儀
を

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
年
長
の
家
に

集
ま
り
、
ご
祝
儀
を
分
け
雑
煮
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し

た
。 

三
九
郎 

三
九
郎
は
、
一
月
十
四
日
に
近
く
の
田
圃
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
門
松
納
め
の
日
か
ら
各

家
を
回
り
、
門
松
や
し
め
縄
飾
り
・
だ
る
ま
な
ど
を
集

め
ま
し
た
。
そ
し
て
柳
の
木
や
わ
ら
な
ど
と
い
っ
し
ょ

に
し
て
小
屋
を
作
っ
て
遊
び
、
三
九
郎
の
当
日
に
は
、

夕
方
区
内
を
大
声
で
三
九
郎
を
触
れ
回
り
ま
し
た
。
火

は
年
長
者
が
つ
け
、
子
供
た
ち
は
、
歌
を
歌
っ
て
回
り

ま
し
た
。
そ
し
て
後
で
柳
の
枝
に
つ
け
た
繭
玉
だ
ん
ご

を
、
焼
い
て
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。 

行
事
の
終
わ
り 

道
祖
神
広
場
に
あ
る
蚕
影
神
社
で

は
、
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
講
仲
間
に
よ
り
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
の
祭
り
も
、
御
柱
・
三
九

郎
と
共
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。
農
家
の
兼
業
化
や
転

入
者
の
増
加
、
子
供
た
ち
の
遊
び
の
変
化
、
さ
ら
に

は
道
祖
神
前
の
道
路
の
拡
幅
な
ど
が
影
響
し
た
と
思

わ
れ
ま
す
。 

 

  

 

Vol.14 No.2 第 40 号 
   2015 年 10 月 18 日 

【発行所】七日市場地区公民館 
【発行人】小原 隆男 
【 監 修 】丸山 好夫 
【編集人】斉藤 洋二郎 
【編集委員】  

青柳 兼代 （文化部） 
西尾 慎一 （体育部） 
下澤 正子 （生産部） 
平井 安美 （女性部） 
木船 章 （ボランティア）  
花岡 正明（ボランティア） 

松尾 常徳（ボランティア） 
丸山 博幸（ボランティア） 

【HP 監修】松尾 学（ボランティア） 

 
七日市場地区公民館報 
ふれあい なのかいち 秋

の
深
ま
り
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。
吹
く
風

も
さ
わ
や
か
で
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る

に
は
ピ
ッ
タ
リ
の
季
節
で
す
ね
。 

九
月
に
開
催
さ
れ
た
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
身
近
な
問
題
「
介
護
」
を
取
り
上

げ
「
介
護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
学
び
、
多
く
の

方
々
か
ら
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

十
二
月
六
日
に
は
、「
し
め
縄
講
習
会
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
手
作
り
の
し
め
縄
で
新
年
を
迎
え

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

生
活
産
業
部 

下
澤 

 

編
集
後
記 

（
生
活
産
業
部
） 

 
35㎝程のお祝いの俵 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
市民運動会【2015 年 10 月 18 日】 

三
郷
小
５
年 

清
水 

晴
天 

ふれあい なのかいち Vol.１４ No.３ 第４１号 ２０１６年２月２１日 

1 ふれあい なのかいち 

市
民
運
動
会
に
参
加
し
て 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

 七日市場地区公民館ではホームページを開設し、公民館関連行事を中心として、画像や動

画でご紹介するとともに、年間行事計画や各サークルの紹介、公民館報のカラー版を掲載し

ています。今後ますます内容の充実に努めてまいりますので、七日市場地区にお住いの皆さ

んへの情報提供と交流の場として、大いにご活用ください。なお、閲覧は、パソコン、タブ

レット、スマホでできます。 

            検索キーワード【七日市場公民館】 

         http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

  
僕
は
今
年
、
初
め
て
市
民
運
動
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
大

縄
と
び
に
出
場
し
ま
し
た
。
最
初
は
は
ず
か
し
く
て
嫌
だ
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
楽

し
く
な
っ
て
き
て
夢
中
で
と
び
ま
し
た
。
結
果
は
い
ま
い
ち
で
し
た
が
、
そ
の
後
食

べ
た
豚
汁
が
最
高
で
し
た
。 

運
動
会
に
参
加
し
て
、
僕
が
出
場
で
き
る
種
目
が
他
に
も
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
来
年
は
友
達
も
誘
っ
て
二
人
三
脚
や
、
パ
ン
食
い
競
争
に
も
参
加
し
て
み
た
い

で
す
。 

 

 



  

「
Ｂ
・
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

を
終
え
て
」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

女
性
部 

 

永
塚 

万
利 

 

こ
の
曲
を
聞
く
と
遠
い
昔
を
思
い
出
す
…
な
つ

か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
、
忘
れ
か
け
て
い
た
歌
詞
も
自

然
と
口
び
る
に
蘇
る
…
心
の
古
里
に
導
い
て
く
れ

た
Ｂ
・
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。 

 

毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
い
つ
も
の
時
間
、
い
つ
も

の
会
話
、
そ
れ
は
、
あ
わ
た
だ
し
く
ア
ッ
と
言
う

間
に
一
日
の
終
わ
り
を
告
げ
る
。
か
と
思
え
ば
何

も
し
な
い
内
に
呆
然
と
眠
り
の
時
を
迎
え
て
し
ま

う
…
こ
ん
な
日
常
が
現
実
で
す
。
そ
ん
な
現
実
を

過
ご
し
て
い
る
私
に
、
衝
撃
を
与
え
て
く
れ
た
十

一
月
二
十
九
日
の
午
後
で
し
た
。
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「
七
日
市
場
区
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
」

 
 
 
 
 

副
公
民
館
長 

 

丸
山 

好
夫 

 
安
曇
野
市
内
で
も
、
白
馬
村
や
松
本
市
で
起
き

た
よ
う
な
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
と
い
う
話
を
聞
く
が
、
今
回
初
め
て
地
区
の
防

災
訓
練
に
参
加
し
た
。 

広
域
消
防
の
隊
員
や
消
防
団
員
か
ら
、
心
機
能

停
止
者
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
初
期
消
火
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
た
。
訓
練
だ
か
ら
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
を
聞
き
な
が
ら
で
き
る
が
、
実
際
と
な
る
と

訓
練
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
の
か
不
安
で
あ
る
。

訓
練
経
験
を
重
ね
、
皆
で
協
力
し
合
う
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
た
。 

２ ふれあい なのかいち 

 

彼
ら
の
奏
で
る
ギ
タ
ー
の
音
色
、
甘
い
歌
声
は

人
を
恋
し
く
思
う
気
持
ち
、
家
族
を
大
切
に
し
よ

う
と
願
う
気
持
ち
が
、
心
の
奥
の
方
か
ら
し
ゃ
ぼ

ん
玉
の
様
に
次
か
ら
次
へ
と
あ
ふ
れ
出
て
あ
た

た
か
い
涙
に
変
わ
っ
て
ほ
お
を
流
れ
ま
し
た
。
こ

の
思
い
は
、
皆
様
と
共
鳴
し
た
よ
う
で
す
。
「
来

年
も
是
非
、
企
画
し
て
欲
し
い
！
」
「
私
達
だ
け

で
聞
く
の
が
も
っ
た
い
な
い
よ
！
素
敵
だ
っ

た
！
」
と
沢
山
の
声
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
皆
様

の
願
い
を
大
切
に
し
、
来
年
の
女
性
部
に
是
非
、

お
伝
え
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

七日市場区防災訓練 

【2015 年 11 月 15 日】 

B・Free ワンコインコンサート（女性部）

【2015 年 11 月 29 日】 
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「
し
め
縄
講
習
会
に
参
加
し
て
」 

二
‐
六 

丸
山 

博
幸 

 
師
走
と
い
え
ば
し
め
縄
講
習
会
。
毎
年
お
見
か

け
す
る
常
連
の
方
や
、
初
め
て
参
加
す
る
生
活
産

業
部
の
み
な
さ
ん
も
お
ら
れ
て
、
今
年
も
大
変
な

賑
わ
い
で
し
た
。
講
師
の
氏
子
総
代
の
方
の
よ
う

に
、
上
手
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
下
手
は
下
手
な

り
に
、
味
が
あ
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

日
飾
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
玄
関
と
神
棚
を
き

れ
い
に
し
て
、
自
分
で
作
っ
た
し
め
縄
を
飾
り
、

気
持
ち
を
あ
ら
た
に
新
年
を
迎
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
生
活
産
業
部
の
み
な
さ
ん
、
準
備
や
片
づ

け
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

３ ふれあい なのかいち 

「
大
変
だ
っ
た
三
九
郎
」 

四
‐
二 

高
嶋 

友
里 

 

三
九
郎
の
日
の
朝
は
、
松
集
め
を
し
ま
し
た
。

少
し
寒
か
っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
家
に
行
っ
て

集
め
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

集
め
終
わ
っ
た
ら
、
七
日
市
場
公
園
に
行
き
ま

し
た
。
大
人
の
人
が
、
は
ぜ
木
を
立
て
て
、
そ
れ

に
松
や
わ
ら
な
ど
を
つ
け
ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
た
く
さ
ん
つ
け
ら
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。 

 

三
九
郎
で
は
、
ま
ゆ
玉
を
焼
く
時
、
す
ご
く
熱

く
て
少
し
け
む
り
く
さ
か
っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん

焼
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

しめ縄講習会（生活産業部） 

【2015 年 12 月 6 日】 

三九郎 

【2016 年１月 10 日】 

 
 

卓球大会（体育部） 

【2016 年 1 月 24 日】 

「
交
流
の
機
会
・
・
・
卓
球
大
会
」 

八
‐
一 

松
尾 

美
月 

今
年
度
も
恒
例
の
卓
球
大
会
が
行
わ
れ
、
非
常

に
嬉
し
く
思
い
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
様
々
な
年
代
の
方
々
が
参
加
し
て
お
り
、
と

て
も
良
い
交
流
の
機
会
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。 父

と
祖
父
と
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
優

勝
が
で
き
た
こ
と
や
皆
様
と
試
合
を
楽
し
く
行

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
非
常
に
嬉
し
い
思
い
で

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
来
年
も
皆
様
と
の
交
流
の
機
会
や
、
試
合

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 



２０１６年２月２１日            ふれあい なのかいち         Vol.１４ No.３ 第４１号 

４ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
三
十
六
回
）
」 

 
 

 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

圃
場

ほ
じ
ょ
う

整
備
の
取
り
組
み 

七
日
市
場
の
昭
和
後
期
の

大
き
な
出
来
事
の
一
つ
に
、
圃
場

ほ
じ
ょ
う

整
備
が
あ
り
ま
す
。 

 

上
の
写
真
は
平
成
十
七
年
の
も
の
で
す
。
広
い
田
ん

ぼ
が
並
び
、
道
路
や
用
水
路
も
真
っ
す
ぐ
な
も
の
が
多

く
目
に
つ
き
、
整
然
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成

十
一
年
（
一
九
九
九
）
、
南
部
地
区
県
営
圃
場
整
備
事

業
が
完
成
し
て
か
ら
で
す
。 

以
前
の
多
様
な
形
の
田 

下
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
三

年
（
一
九
四
八
）
の
七
日
市
場
で
す
。
田
の
形
は
横
長

が
多
い
で
す
が
、
大
小
様
々
で
曲
が
っ
て
並
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
庄
野
堰
も
緩
や
か
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
お

り
、
枝
堰
か
ら
取
水
す
る
田
の
数
が
多
い
こ
と
も
分
か

り
ま
す
。 

 

五
十
五
年
か
ら
推
進 
水
田
一
枚
の
面
積
を
三
〇
㌃

（
約
三
反
歩
）
に
す
る
三
郷
村
の
圃
場
整
備
事
業
は
、

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
七
日
市
場
は
四
十
八
年
の
調
査
で
同
意
率
が
低
く
、

五
十
年
推
進
委
員
会
を
解
散
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
五
十

五
年
に
、
南
部
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
と
し
て
推
進

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

次
回
は
推
進
の
よ
う
す
を
み
ま
す
。 

 

  

 

Vol.14 No.3 第 41 号 
   2016 年 2 月 21 日 

【発行所】七日市場地区公民館 
【発行人】小原 隆男 
【 監 修 】丸山 好夫 
【編集人】斉藤 洋二郎 
【編集委員】  

青柳 兼代 （文化部） 
西尾 慎一 （体育部） 
下澤 正子 （生産部） 
平井 安美 （女性部） 
木船 章 （ボランティア）  
花岡 正明（ボランティア） 

松尾 常徳（ボランティア） 
丸山 博幸（ボランティア） 

【HP 監修】松尾 学（ボランティア） 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
り
は
じ
め
、
体
調
管
理
に

気
の
抜
け
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様
元
気
に
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
の
２
年
間
、
主
事
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

公
民
館
長
を
は
じ
め
関
係
す
る
多
く
の
方
々
に
迷
惑

を
か
け
、
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
何
と
か
こ
こ
ま
で

辿
り
着
く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

振
り
返
っ
て
、
今
思
う
の
は
、
大
変
な
事
も
あ
り
ま

し
た
が
、
た
だ
何
と
な
く
生
き
て
い
る
よ
り
は
、
よ
っ

ぽ
ど
楽
し
く
、
充
実
感
の
あ
る
２
年
間
で
し
た
。
多
く

の
七
日
市
場
の
方
々
と
出
会
い
、
多
く
の
思
い
出
を
作

る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
１
つ
の
行
事
、
企
画
で
も
多
く
の
方
の
協
力

や
努
力
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
事
も
身
を
も
っ

て
体
験
し
ま
し
た
。
関
係
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
度
か
ら
は
、
参
加
す
る
側
と
し
て
、
行
事
、
企

画
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

来
年
度
、
部
長
、
副
部
長
に
な
ら
れ
た
方
は
是
非
、

そ
の
役
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

主
事 

斉
藤 

 

編
集
後
記 

 


